




めげてもめげないコンピュータ
～故障しても正しく動くコンピュータシステムの設計～
広島市立大学 情報科学部 情報工学科 コンピュータデザイン研究室

http://www.cd.info.hiroshima-cu.ac.jp/

コンピュータはスマホやゲーム機などの身の回りのものはもちろんのこと，車や飛行
機，医療機器などの人の命に関わるところ，さらには宇宙や危険な場所などの人が行
きにくいところでも使われています．

劇的に壊れにくいコンピュータ
～ストカスティックコンピュータ～

これらのコンピュータが「めげる（壊れる）」とどうなるでしょう？ え？ ちゃん
と作っているはずだから大丈夫だって？ いえいえ，いくらちゃんと作っても壊れ
ることはありますし，たまたま計算間違いすることもあります．そうなると人の命
が失われたり，たくさんのお金を使った仕事が無駄になったりしてしまいます．

私たちの研究室では「めげて（壊れて）」も「めげない（あきらめずに動作する）」
コンピュータを研究しています．↓で研究の例をいくつか紹介します．

もっと知りたい方はぜひ研究室へお越しください！

どこがどう壊れたのかを自分で判断して，上手に修復
して動き続けるコンピュータです．壊れ方によっては
壊れたところを切り離して長生きします．

壊れたところを自分で賢く直すコンピュータ
～適応型漸次縮退システム～

サイコロ（乱数）を使って計算をサボるコンピュータ
です．きっちり計算する普通のコンピュータよりも
劇的に壊れにくくなります．

工夫のポイントは？
人にとって良い加減のコンピュータを作るには，
きっちりしすぎるのも考えもの．計算の質を下げずに
うまくサボれるところはどこだろう？

研究のモットー「やりすぎない・空気を読んで・ちょうどよく」

問題「この画像         のエッジ（輪郭）を見つけてください．」

工夫のポイントは？

普通のコンピュータ

確かに壊れたところを切り離して長生きするのはいい
けど，いつもそうしてしまうのは「やりずぎ」では？

※これはイメージです．
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Dはもうダメだ，
Cががんばれ
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答えは
0です

A B C

Cさんの仕事が増えて，答えが出るまでの時間が
長くなってしまいますが，めげずに動き続けます．

「良い加減のいいかげんさ」を
考えて，サイコロの振り方（乱数
の性質）やふる回数（計算時間）
がちょうどよいコンピュータを
目指します．

上の例ではD君がダウンしていますが，「D君はたまた
ま計算間違いしただけ」とわかったときは，引き続き
D君にもがんばってもらうしくみを考えます．

みなさんは「正しい」答えを出したいとき，どうしますか？ 何度も同じ問題を解い
たり（検算），いろんな人と答え合わせをしたりしますね．めげないコンピュータの
しくみも同じです．でもそれをしすぎると時間も人手もかかりますし，かえって間違
いやすくなることもあります．このバランスをちゃんと考えて（空気を読んで），
やりすぎず，ちょうどよくコンピュータを作る工夫が「研究」になります．

ストカスティックコンピュータ

きっちり計算せねば サイコロで計算しちゃお

結果 結果

壊れやすい．．．
（がんばりすぎです）

壊れにくい！
（ほどよくサボると長生きです）

結果はほぼ一緒

  大学案内2019の
「ユニークな研究」
（p. 63）も見てね
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コンピュータアーキテクチャ研究室 : http://www.ca.info.hiroshima-cu.ac.jp



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

LAN  







情報科学部情報工学科　ネットワーク科学研究室 
http://www.netsci.info.hiroshima-cu.ac.jp/ 

 

「「つながる」を科学する研究 
 

コンピュータネットワークや社会ネットワークといったモノと
モノとの関係が描けるものがすべてつながるネットワークを 

研究対象とします。 

離れた多地点の人，モノ，情
報，機能を結合・共有できる
場の構築に関する研究 

日々動的な進化を続ける大規
模複雑ネットワークの分析・
設計・制御法の理論的研究 

すべてのものがつながる
コミュニケーション 

基盤構築 

ネットワーク分析・ 
制御・評価 

 

移動しながら
ずっとイン
ターネットに
つながる 

何でもイン
ターネット
につながる 

安心・安全 
通信基盤 

バッテリ長持ち！ 
どこでも使える 
携帯電話 

みんな嬉しい 
ネットワーク分析 

物だけでなく、
人の結びつき
を表すネット
ワークも分析 

自然界の振る舞
いを人間の作る
インターネット
設計に応用 
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#include "mbed.h"
#include "m3pi.h"
m3pi m3pi;

int main() {
m3pi.forward(0.1); 
wait (2.5);  

m3pi.left(0.2);
wait (1);

m3pi.backward(0.1);
wait (3);

m3pi.right(0.1);
wait (2);

m3pi.stop();
}

Android .
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先進的ICTで学習を支えよう

21世紀に普及する超分散・仮想情報社会の中で機能する、
知的で人に優しいシステムに関する研究を行っています．

バーチャルリアリティ技術を利用した知的学習支援システムや
感性情報処理など幅広く取り組んでいます．

広島市立大学大学院情報科学研究科
知能工学専攻 学習工学研究室
Web : http://www.lake.info.hiroshima-cu.ac.jp



高性能ビッグデータマイニングへの挑戦
知能工学科データ工学研究室

http://www.de.info.hiroshima-cu.ac.jp/

情報推薦

並列コンピューティング

・好みに合ったアイテムの推薦
・交友関係を反映した行動予測

・生体認証，行動認識
・身体知獲得と運動支援

実世界センシング

・実践的なコミュニティの発見
・地域的な話題発見，観光情報

ソーシャルコンピューティング

Volume

VelocityVariety

・並列分散処理，負荷分散
・マルチコア，キャッシュメモリの活用

時系列データ分析

・ 状態の判定と予測
・ 機器制御の最適化

ビッグデータとは，自然科学，工学，ビジネスから私たちの日々の
生活に至るあらゆる分野について，情報機器などを通して記録・蓄
積される大量かつ多種多様なデータのことです．データ工学研究室
では，ビッグデータから「ビックリする規則性や知識」を高速かつ
高精度に発見する手法とその応用について研究を行なっています．

異常パターン発見

購入

類似

推薦
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Welcome to the engineering Psychophysiology in Ergonomics
情報科学研究科システム工学専攻サウンドデザイン研究室

for your
Ease of Use

for your
Health

for your
Quality Life

engineering 
Psychophysiology

in Ergonomics
が目指すもの
それは・・・

HAPPINESS

高い動作スキルの獲得を支援
するシステムの構築を目指し，
まずはヒップホップダンスの
技の伝承を研究しています．

椅子に座らなくても，簡単か
つ正確に，難しい組み付けが
できる立位作業用補助椅子の
基礎研究をしています．

複雑な情報を一瞬で，確実に
理解できるインターフェース
のデザイン要素に関する基礎
研究をしています．

言葉で表現することができな
い「印象」の記憶の仕組みに
ついての数理モデルを構築し
ています．

動作による生体負担を可視化し，高精
度な作業ができる環境条件を研究中！

0.4

0.2

0.6

0.8

1.0

ダンス動作を３次元動作解析し，楽曲
が持つテンポをどんな動作で表現する
のか？を研究しています．

我々は「言葉」で表すことができないコトやモノを
どのように記憶しているのか？を研究しています．

私達は多くの人と協力しながら生きています．
この協力関係はどうして生まれるのか？を操作
の同期性（操作リズム）から研究しています

※ engineering Psychophysiology 生理心理工学 Ergonomics 人間工学

部位ごとに異なる動きを必要とするヒップ
ホップダンスを高速度カメラで撮影します

実際の人間の動きを，3次元座標で表現し，
仮想空間内のデジタル・ヒューマンに変換

は作業者が地面
を押す力

３次元レベルメータの
プロトタイプ

ネットワーク上での協調
作業を模した実験課題

working memory

ABCDEFG



Human Machine Interface Lab.
Graduate School of Information Sciences, Hiroshima City UniversityGGGGGGrrrrrrraaaaaaddddddduuuuuuaaaaaatttttteeeeee SSSSSScccccchhhhhhooooooooooooolllll oooooofffffff IIIIInnnnnnfffffffoooooorrrrrrmmmmmmaaaaaaatttttttiiiiiioooooonnnnnn SSSSSSScccccciiiiiieeeeeennnnnncccccceeeeeeessssss,,,, HHHHHHiiiiirrrrrooooooossssshhhhhhiiiiimmmmmmaaaaaa CCCCCCiiiiiitttttttyyyyyy UUU eeeeeerrrrrrsssssiiiiiittttttyyyyyyUUUUUUnnnnnniiiiiivvvvvveeeeee

( )
URL: http://www.sys.info.hiroshima-cu.ac.jp/

723
mitsugami@hiroshima-cu.ac.jp
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http://www.bst.info.hiroshima-cu.ac.jp/



Body Area Network (BAN) 1 

BAN

Hub

1 Body Area Network

(Things)

http://mict.info.hiroshima-cu.ac.jp/
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